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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント

　4月は、消防団退団式並びに

辞令交付式 (17 日 )、宇和島地

区廃棄物処理施設整備促進協議

会 (19 日 宇和島市 )、行政協力

員総会 (21日 )、食生活改善推進

協議会総会 (22日 )、愛媛県植樹

祭 (23日 西条市 )、緊急防災キャ

ラバン (24日 )、宇和島圏域観光

振興イベント実行委員会 (25日 

松山市 )、南宇和郡教育研究大

会 (26日 )などに出席しました。

　5月は、御荘支所勤務 (2日 )、

一本松少年剣道大会 (4日 )、一

本松支所勤務 (6日 )、町連合婦

人会総会 (8日 )、西海支所勤務

(9日 )、新嘗祭献穀お田植え式

(10日 )、森林と緑の推進協議会

委員会・町体育協会総会 (11日 )、

内海支所勤務 (12日 )、市町村職

員年金者連盟南宇和支部総会・

町B-1 グランプリ参加事業推進

協議会・町 PTA連合会総会 (13

日 )、西瀬戸グラウンドゴルフ

交流大会 (14 日 ) などに出席し

ました。

御荘文化センターで、
南宇和カラオケ愛好
会主催の「第44回福祉
チャリティー 東日本大
震災復興支援 歌・舞踊
発表会」が開催され、
義援金は町社会福祉協
議会を通じて被災地に
送られました。(4/24)

御荘文化センターで、

CATV開局記念カラオ

ケのど自慢大会が行わ

れ、愛南リポーターズ

がテレビ中継を行いま

した。番組は愛南タウ

ンチャンネルでご覧い

ただけます。(4/17)

僧都ふれあい交流館で、船
越小学校「船っ子タイム」学習が
行われ、愛南グリーン・ツーリズ
ム推進協議会の指導でカツオ尽く
し料理実習を体験しました。写真
は、カツオのたたきを作るための
藁
わら

焼きに挑戦する子ども達です。

5/6

南宇和交通安全協会と
愛南警察署が、交通死
亡事故抑止を呼びかけ
るパネルを取り付けた
軽トラックなどに分乗
し、交通安全を呼びか
けました。(5/11)

篠山の山頂では、例年
に比べて少し遅咲きの
アケボノツツジが開花
し、たくさんの観光客
が訪れました。(5/4)

◆総務課から

情報通信基盤整備事業について
　現在、平成23年度の情報通信基盤整備事業の受付を
行っております。今回は、世帯以外にも事業所等も申
込ができます。申込用紙は、役場本庁及び各支所に用
意しております。詳しくは総務課(電話72-1211)まで
問合せください。

― お詫び ―
　平成22年度に実施しました情報通信基盤整備事業では、工事
連絡の行き違い、引込宅内配線の再施工などにより、住民の皆
様への整備が遅れ、大変申し訳ありませんでした。
　整備した機器に不調等を発見された場合は、お気軽に総務課
(TEL72-1211)までご連絡ください。

愛南トピックス
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愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

笑顔いっぱい！
愛なんっこ

愛南
こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

町政フラッシュ

p22

正木地区恒例の「こいのぼりの渡し」では、こんなに大
きなこいのぼりが大空を泳ぎました。(4/24)【P19参照】

ホテルサンパールで、町と愛大防災情報
センター共催による緊急防災キャラバン
が行われ、防災関係者など約330名が参加
し、愛南町のあるべき防災について考え
ました。(4/24)【P5参照】

愛南町では12年振りとなる「新嘗祭献
穀お田植え式」の神事が、御荘和口の若
宮神社境内で厳かに執り行われました。
(5/10)【P24参照】

柏地区の風物詩「お田植
え祭り」では、可愛らし
い早乙女姿の女の子たち
が、足を取られないよう
にゆっくりと田んぼに
入っていきました。(5/15)
【P18参照】

p4 震災を教訓に
　何を学ぶか・・・●2
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震
災
を
教
訓
に
何
を
学
ぶ
か
.
.
. 

●2

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
な
ん
ぐ

ん
地
域
ケ
ア
研
究
会
・
愛
南
町
地
域

保
健
対
策
協
議
会
（
伊
藤
孝た

か

の

り徳
会

長
）
主
催
に
よ
る
「
東
北
関
東
大
震

災
の
支
援
活
動
か
ら
、
愛
南
町
の
防

災
を
考
え
る
」
が
開
催
さ
れ
、
医

療
・
福
祉
関
係
者
な
ど
約
1
5
0
名

が
参
加
し
、
支
援
活
動
に
つ
い
て
の

情
報
交
換
や
愛
南
町
の
防
災
に
つ
い

て
討
議
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
防
災
の
視
点
か
ら
緊
急
消

防
援
助
隊
愛
媛
県
隊
の
活
動
報
告
が

行
わ
れ
、
続
い
て
医
療
・
福
祉
の
視

点
か
ら
被
災
地
支
援
活
動
に
加
わ
っ

た
支
援
団
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

 

「
今
後
の
愛
南
町
の
防
災
」
と
題

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
愛
南
町

に
お
け
る
今
回
の
津
波
警
報
に
対
す

る
避
難
行
動
の
状
況
か
ら
、
今
ま
で

の
防
災
意
識
に
対
す
る
反
省
点
が
指

摘
さ
れ
、
震
災
直
後
の
救
急
医
療
の

問
題
、
避
難
場
所
・
地
域
に
お
け
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
き
わ
め
て
重
要

で
あ
る
こ
と
、
福
祉
施
設
自
体
が
通

常
の
避
難
所
に
な
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
、
な
ど
の
問
題
提
起
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

「
東
北
関
東
大
震
災
の
支
援
活
動
か
ら
、
愛
南
町
の
防
災
を
考
え
る
」

・精神障害の方もおられ、眠れない方に睡眠剤を処方していた。薬の飲み方まではサポートできず、一
　度にすべて服薬しフラフラの状態になっていた。
・知的障害の方も避難していたが、スタッフはおらず周辺の方がサポートしている状況。
・看護スタッフがとにかく手薄。

仙台市内の福祉施設の状況(抜粋)

・建物の倒壊等のダメージはほぼないが、ライフラインの復旧が遅れている。
・ガソリンが無いため、デイサービス利用者等の在宅利用者支援が行えない。
・利用者に死者が出た事業所では、家族からのクレームも出てきている。
・災害発生から一週間が経過し、スタッフの体力・精神的な疲れもピーク。
・スタッフも被災者であり、人員不足が出ている。法人内のスタッフで協力して現場をまわしているが    
　限界。

石巻地域の避難所の状況(抜粋)
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緊
急
防
災
キ
ャ
ラ
バ
ン
「
東
日
本
大
震
災
・
我
々
は
何
が
で
き
何
を
学
ぶ
の
か
」 

　

ホ
テ
ル
サ
ン
パ
ー
ル
で
、
近
い
将

来
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
地

震
へ
の
備
え
を
考
え
よ
う
と
、
「
緊

急
防
災
キ
ャ
ラ
バ
ン
ー
東
日
本
大
震

災
・
我
々
は
何
が
で
き
何
を
学
ぶ
の

か
ー
」
が
行
わ
れ
、
防
災
関
係
者
な

ど
約
3
3
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
愛
大
防
災
情
報
研
究
セ
ン

タ
ー
の
鳥
居
謙け

ん

い

ち一
セ
ン
タ
ー
長
が
、

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
概
要
を

説
明
し
、
過
去
の
災
害
・
想
定
で
イ

メ
ー
ジ
を
固
定
化
さ
せ
ず
、
想
定
を

超
え
た
場
合
の
こ
と
を
考
え
て
お
く

重
要
性
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
消
防
本
部
の
若
林
弘ひ

ろ

む武
消

防
司
令
補
が
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の

活
動
に
つ
い
て
報
告
、
愛
大
防
災
情

報
研
究
セ
ン
タ
ー
の
森 

伸し

ん

い

ち

ろ

う

一
郎
准

教
授
が
、
岩
手
県
宮
古
市
な
ど
の
被

害
状
況
調
査
か
ら
、
津
波
被
害
や
液

状
化
現
象
、
原
発
被
害
な
ど
の
実
相

に
つ
い
て
発
表
、
四
国
防
災
八
十
八

話
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品

の
朗
読
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
愛
大
防
災
情
報
研
究
セ

ン
タ
ー
の
矢
田
部
龍

り

ゅ

う

い

ち一
教
授
が
、

「
日
本
は
世
界
有
数
の
自
然
災
害
多

発
地
で
あ
り
、
改
め
て
自
然
に
対
す

る
謙
虚
さ
を
持
つ
べ
き
。
犠
牲
者
を

(1) 防災無線の放送・消防団の呼びかけを待たずに逃げる。

(2) 逃げるときには「津波が来るぞ」と言いながら逃げる。

(3) 避難する時、決して立ち寄らない、戻らない。

(4) 地域の要援護者を誰が援護するのか予め決めておく。    
　「誰かが援護しなくてはならないこと」

(5) 子どもが一人で避難できることを確認しておく。
　「強い揺れを感じたら高台に逃げてね。家に帰らないでね」

(6) 津波が来なくても人の責任にしない。

(7) 逃げ遅れたら、できるだけ高いビルに逃げる。
　  諦めない。

避難の心得（鳥居センター長の講演より）

悼
み
、
被
災
者
の
心
の
痛
み
を
共
有

す
る
こ
と
が
必
要
。
公
的
精
神
を
復

活
し
、
被
災
者
と
一
体
化
し
て
復
興

に
あ
た
る
べ
き
」
と
訴
え
ま
し
た
。
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平
成
23
年  

第
３
回
町
議
会
臨
時
会

◆
議
会
事
務
局
か
ら

み
ん
な
で
築
こ
う
！

人
権
の
世
紀
！

◆
町
民
課
か
ら

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
23
年
第
３
回
議
会
臨

時
会
を
開
催
し
、
愛
南
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
専
決
処
分
を
承

認
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
柏

崎
漁
港
地
域
水
産
物
供
給
基
盤
整
備
工
事（
ゼ

ロ
国
債
）及
び
愛
南
町
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽

荘
移
転
新
築
工
事
の
請
負
契
約
、
ポ
ン
プ
自

動
車
購
入
契
約
、土
地
の
取
得
、損
害
賠
償
の
和

解
に
つ
い
て
の
計
６
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
申
合
せ
任
期
に
よ
る
議
長
及
び

副
議
長
の
選
挙

を
行
い
、
議

長
に
斎
藤
武た

け

俊と
し

議
員
（
御
荘
平

城
）
、
副
議
長

に
増
元
久ひ

さ

男お

議

員（
柏
崎
）を
選

出
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
委
員

会
構
成
は
下
図

の
と
お
り
で

す
。

◎委員長　○副委員長　 平成23年4月28日改選

総務文教常任委員会 産業建設常任委員会 厚生常任委員会 議会運営委員会

◎内倉　長蔵
○浜本　元通
　山下　正敏
　土居　尚行
　宮下　一郎
　西口　　孝
　斎藤　武俊

◎田口　　勝
○飯田　利久
　那須　芳人
　吉村　直城
　佐々木史仁
　浜田　博文
　増元　久男

◎草木原由幸
○中野　光博
　脇田　達矢
　畑田藤志郎
　山下　太三
　澤本　　誠

◎吉村　直城
○宮下　一郎
　中野　光博
　内倉　長蔵
　草木原由幸
　田口　　勝
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斎藤議長（左）、増元副議長（右）

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
私
た
ち
の
ま

ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
人
権

擁
護
委
員
は
、委
員
制
度
の
周
知
及
び

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、

様
々
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ

め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
、

人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
近

く
の
人
権
擁
護
委
員
か
松
山
地
方
法

務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

愛
南
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。

　

藤
田　

英ひ
で

子こ

（
緑　
　

甲
）

　

岩
井
千ち

惠え

子こ

（
城

辺

甲
）

　

小
島　

正ま
さ

俊と
し

（
柏
）

　

時
岡
ト
ヨ
ミ
（
御
荘
菊
川
）

　

辻　
　

清き
よ

志し

（
御
荘
平
城
）

　

中
野　

照て
る

文ふ
み

（
下

久

家
）

　

新
井　

愛あ
い

子こ

（
一

本

松
）

■
全
国
共
通
人
権
相
談

　

ダ
イ
ヤ
ル
の
お
知
ら
せ
！

　

松
山
地
方
法
務
局
で
は
人
権
問
題

に
関
す
る
様
々
な
相
談
を
面
接
や
電

話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

４
月
18
日
か
ら
、
電
話
相
談
に
つ

い
て
は
、
相
談
者
の
発
信
地
域
に
応

じ
て
最
寄
り
の
法
務
局
へ
自
動
接
続

す
る
方
式
を
導
入
し
、
全
国
ど
こ
で

も
同
じ
番
号
で
電
話
相
談
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
法
務

局
の
本
局
・
支
局
ま
で
直
接
電
話
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

全
国
統
一
番
号

　

０
５
７
０
―

０
ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の

０
３
―

１
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

そ
の
他　

Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
一
部
の
IP
電
話

等
か
ら
は
ご
利
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

０
５
７
０
―

０
７
０
―

８
１
０

　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
　

０
１
２
０
―

０
０
７
―

１
１
０



p7

ま
ち
の
安
全
・
安
心
を
守
る
！

◆
消
防
本
部
か
ら

防
災
グ
ッ
ズ
を

　
　

備
え
ま
し
ょ
う
！

◆
消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

「
精
神
障
が
い
者
家
族
の

つ
ど
い
」の
ご
案
内
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

 4/
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御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

「
平
成
23
年
度
愛
南
町
消
防
団

退
団
式
並
び
に
辞
令
交
付
式
」
が
行

　

愛
南
町
で
は
、
緊
急
避
難
時
持
出

用
品
セ
ッ
ト
の
購
入
に
対
し
、
購
入

価
格
の
½
以
内
（
限
度
額
４
千
円
）

で
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
を
利
用
し
、
災
害
に
備
え
て

緊
急
避
難
時
持
出
用
品
セ
ッ
ト
を
常

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

消
防
本
部
防
災
対
策
課

（
℡
７
２
―

０
１
３
１
）

平成23年度愛南町消防団本部役員

職　名 氏　名

団長 鷹　野　正
まさ

　志
し

副団長 大　塚　武
たけ

　人
ひと

　〃 竹　場　　　央
ひろし

内海方面隊長 浅　野　　　泰
やすし

内海副方面隊長 島　本　善
よし

　行
ゆき

御荘方面隊長 小　松　一
かず

　好
よし

御荘副方面隊長 坂　本　譲
じょう

  司
じ

城辺方面隊長 松　岡　増
ます

　幸
ゆき

城辺副方面隊長 水　本　幹
みき

　雄
お

一本松方面隊長 長　尾　英
ひで

　生
お

一本松副方面隊長 保　田　和
かず

　文
ふみ

西海方面隊長 菅　原　千
ち

代
よ

郎
ろう

西海副方面隊長 福　山　弘
ひろ

　道
みち

わ
れ
、
清
水
町
長
が
「
東
日
本
大
震

災
は
、本
町
に
と
っ
て
も
決
し
て
他
人

事
で
は
な
く
、
発
生
が
予
想
さ
れ
て

い
る
南
海
地
震
へ
の
対
応
を
改
め
て

消
防
団
の
皆
様
と
連
携
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

退
団
者
を
代
表
し
て
、

前
一
本
松
方
面
隊
分
団
長

の
岩
井
正
一
さ
ん
と
國
松

正
人
さ
ん
に
感
謝
状
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
新
任
幹
部

へ
の
辞
令
交
付
に
続
き
、

鷹
野
正ま
さ

志し

団
長
が
幹
部
団

員
に
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。　

宇
和
島
保
健
所
で
は
、統
合
失
調
症

を
発
病
し
て
間
も
な
い
方
の
家
族
が

集
ま
り
、情
報
交
換
や
学
習
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。安
心
し
て
話
せ
る
場
所
で

日　

程

場
所
・
内
容
等

平
成
23
年　

７
月
20
日（
水
）
時
間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

宇
和
島
保
健
所
デ
イ
ケ
ア
室

　
　
　

又
は
研
修
室

内
容　

座
談
会
・
学
習
会
な
ど

平
成
23
年　

９
月
21
日（
水
）

平
成
23
年　

11
月
16
日（
水
）

平
成
24
年　

１
月
18
日（
水
）

平
成
24
年　

３
月
７
日（
水
）

す
。一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
あ

な
た
の
胸
の
う
ち
を
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場
所　

宇
和
島
保
健
所（
南
予
地
方
局
２
階
）

対
象　

発
病
後
お
お
む
ね
10
年
以
内

の
統
合
失
調
症
の
方
の
家
族

申
込
み
・
問
合
せ　

宇
和
島
保
健
所

精
神
保
健
係（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
）
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※○副  は副行政協力員です。

地区名 行政協力員名

菊川第１ 川　口　宮
みや

　章
あき

○副

菊川第２ 尾　﨑　官
かん

　次
じ

○副

菊川第３ 山　田　新
しん

　一
いち

○副

菊川第４ 西　川　忠
ただ

　男
お

平　山 西　村　牧
まき

　雄
お

長　洲 長　岡　健
たけ

　道
みち

○副

長　崎 石　田　清
きよ

　光
みつ

貝　塚 安　田　傳
つた

　夫
お

○副

八幡野 西　﨑　梅
うめ

　一
いち

本　町 山　代　敏
とし

　明
あき

○副

寺新町 三　好　睦
むつ

　人
ひと

○副

栄　町 吉　田　陽
よういちろう

市郎

地区名 行政協力員名

上　町 鷹　野　正
まさ

　志
し

○副

馬　場 福　本　　　環
たまき

○副

下永ノ岡 菊　地　　　正
ただし

上永ノ岡 船　平　兆
よし

　洋
ひろ

○副

和口第１ 田　渕　清
きよ

　美
み

和口第２ 井　上　　　誠
まこと

○副

長月第１ 竹　平　藤
ふじ

　夫
お

○副

長月第２ 青　木　千
ち

　之
ゆき

○副

長月第３ 森　本　哲
さと

　史
し

○副

長月第４ 髙　橋　純
じゅん

  一
いち

節　崎 倉　田　健
けん

　二
じ

馬　瀬 吉　見　　　元
はじめ

地区名 行政協力員名

深　泥 椙　山　　　力
ちから

防城成川 轟　　　政
まさ

　典
のり

○副

赤　水 武　久　正
まさ

　直
なお

高　畑 岡　﨑　政
まさ

　夫
お

○副

尻　貝 岩　﨑　長
なが

　生
お

○副

奥の谷 木　村　武
たけ

　士
し

中の谷 佳　倉　　　功
いさお

○副

高　手 佐　藤　健
けん

　吾
ご

○副

灘　前 松　本　紀
き み お

美男○副

左右水 安　田　茂
しげ

　材
き

○副

猿　鳴 音　地　勇
いさ

　雄
お

○副

　平成23年度の各地域の行政協力員及び副行政協力員をお知らせします。

地区名 行政協力員名

正　木 蕨　岡　　　章
あきら

増　田 中　谷　美
よし

　雄
お

小　山 埜々下　正
まさ

　男
お

組　名 行政協力員名

中　川 立　石　勝
かつ

　喜
き

広　見 佐　藤　謙
けん

　吉
きち

上大道 宮　下　敏
とし

　夫
お

組　名 行政協力員名

満　倉 坪　﨑　　　一
はじめ

一本松 山　口　修
しゅう

  兒
じ

組　名 副行政協力員名

下組第一 田　村　利
とし

　明
あき

下組第二 山　本　　　直
ただし

徳　田 國　松　正
まさ

　人
と

宮　川 黒　岩　松
まつ

　秀
ひで

本　村 田　村　　　元
はじめ

御在所 田　中　啓
けいいちろう

一郎

大駄場 岡　﨑　且
かつ

　弘
ひろ

太　田 松　本　悠
ゆう

　生
き

亀之串 柿　本　和
かず

　生
お

八人組 岡　﨑　　　宏
ひろし

東中屋 岸　本　真
しん

　一
いち

西中屋 都　築　　　勲
いさお

東中組 岡　﨑　正
まさ

　志
し

中　組 德　岡　陽
よう

　一
いち

西中組 德　原　満
みつ

　男
お

内尾串第一 田　増　直
なお

　也
や

内尾串第二 和　田　　　進
すすむ

組　名 副行政協力員名

内尾串第三 山　田　　　功
いさお

広　岡 豊　田　正
まさ

　俊
とし

平　畑 松　田　　　正
ただし

中　串 玉　田　勝
かつ

　久
ひさ

東小山 岩　村　晃
てる

　稔
のり

本村第一 溝　垣　克
かつ

　敏
とし

本村第二 溝　垣　定
さだ

　之
ゆき

坂　石 嘉　新　政
まさ

　明
あき

新　田 小　林　　　宝
たから

大　又 黒　 　
よし

　明
あき

影　平 西　河　賢
けん

　一
いち

名　本 亀　井　　　
たかし

奈　呂 小　松　健
けん

　三
ぞう

光　野 山　口　愼
しん

　一
いち

茶　堂 吉　村　克
かつ

　己
み

弓　張 小　林　信
のぶ

　彦
ひこ

古　宅 山　本　津
しん

　二
じ

組　名 副行政協力員名

駄　場 岡　原　功
こう

　兒
じ

岡駄場 池　田　嘉
よし

　行
ゆき

名　路 田　原　知
ち

　博
ひろ

向　山 上　根　康
やす

　男
お

久保江 沖　野　利
とし

　文
ふみ

東　一 松　本　 　仁
じ

東　二 榎　本　和
かず

　久
ひさ

西　一 田　原　勝
かつ

　彦
ひこ

西　二 佐　藤　弘
ひろ

　子
こ

坪　浜 和　泉　克
かつ

太
た

郎
ろう

西　組 水　野　則
のり

　明
あき

東部第一 新　井　英
ひで

　男
お

東部第二 二　神　正
まさ

　男
お

南　部 大　西　浩
ひろ

　樹
き

西　部 井　上　新
しん

　也
や

北　部 二　神　國
くに

　廣
ひろ

行政協力員

一本松地域

御荘地域

けん
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※○副  は副行政協力員です。

※○副  は副行政協力員です。

地区名 行政協力員名

網　代 濱　地　傳
でん

一
いち

郎
ろう

魚神山 大　石　常
つね

　也
や

油　袋 儀　武　直
なお

　彦
ひこ

家　串 兵　頭　利
とし

　次
つぐ

平　碆 佐々木　智
さと

　志
し

須ノ川 井　上　莊
しょうたろう

太良

柏　崎 大　西　幸
ゆき

　男
お

柏 北　原　幸
こう

　治
じ

地区名 行政協力員名

越　田 池　田　亀
かめ

　男
お

○副

弓　立 内　田　　　勝
まさる

○副

小　浦 中　田　　　強
つよし

樫　月 中　平　　　保
たもつ

○副

船　越 橋　岡　濟
なり

　
たか

○副

久　家 長　田　幸
ゆき

　雄
お

○副

下久家 池　田　俊
とし

　彦
ひこ

○副

樽　見 清　水　辰
たつ

　夫
お

○副

大成川 中　野　久
ひさ

　夫
お

○副

小成川 小　川　一
かず

　男
お

○副

福　浦 平　野　三
みつ

　男
お

○副

麦ヶ浦 濵　田　三
さぶ

　郎
ろう

地区名 行政協力員名

武者泊 畑　部　又
また

　勝
かつ

○副

外　泊 吉　田　万
ま

亀
き

登
のり

○副

中　泊 吉　田　秀
ひで

　夫
お

○副

内　泊 林　　　　　仁
ひとし

地区名 行政協力員名

僧　都 森　本　　　喬
きょう

山　出 赤　松　重
しげ

　厚
あつ

梶郷上 久　德　人
ひと

　志
し

○副

梶郷下 近　藤　英
ひで

　雄
お

○副

大道上 木　村　俊
しゅん

  介
すけ

大道下 山　口　邦
くに

　男
お

○副

樫　床 大野原　　　博
ひろし

○副

樋　口 梶　田　秀
ひで

　樹
き

○副

西　柳 山　田　伸
しん

　一
いち

○副

岡 原　田　達
たつ

　也
や

○副

中　緑 伯　耆　徹
てつ

　雄
お

○副

当　時 増　本　賴
より

　篤
あつ

○副

下　緑 増　﨑　元
もと

　吉
よし

○副

左　谷 久　我　明
あき

　俊
とし

○副

駄　場 若　林　弘
ひろ

　武
む

○副

豊　田 竹　村　勝
かつ

　利
とし

豊田西住宅 松　村　志
し ず か

津香○副

豊田東住宅 岡　原　純
すみ

　生
お

○副

神　越 松　田　一
かず

　生
お

○副

中の谷 吉　見　克
かつ

　巳
み

○副

鼻 河　島　益
ます

　水
み

下長野 宮　本　一
かず

　大
ひろ

地区名 行政協力員名

石井手 清　家　權
けん

　一
いち

伊勢町 増　田　　　稔
みのる

矢の町１ 間　口　長
をさ

　生
お

○副

矢の町２ 安　岡　英
ひで

　也
や

矢の町３ 石　村　　　聖
まさし

○副

中町上 西　本　哲
てつ

　生
お

○副

中町下 宮　田　吉
よし

　弘
ひろ

北　裡 若　林　秀
ひで

　樹
き

後　１ 塚　岡　士
し

　朗
ろう

○副

後　２ 旭　　　好
よし

　則
のり

○副

後　３ 菊　田　美
よし

　德
のり

清　水 菊　池　春
はる

　朗
あき

沖　１ 中　平　祥
しょう

  造
ぞう

○副

沖　２ 宮　川　良
よし

　浩
ひろ

○副

松　本 中　岡　泰
やす

　典
のり

久　保 武　田　　　惠
めぐみ

鳥　越 堀　　　友
とも

　一
いち

○副

中　原 桝　田　恵
けい

　子
こ

土　居 田　村　　　司
つかさ

三島団地 田　窪　基
もと

　宏
ひろ

蓮乗寺 後　藤　英
ひで

　雄
お

脇　本 吉　村　定
さだ

　託
よし

地区名 行政協力員名

中　玉 本　多　　　寶
たから

○副

大　浜 　　　一
かず

　男
お

柿ノ浦 前　田　　　浩
ひろし

○副

敦　盛 本　多　　　洋
ひろし

○副

岩　水 宇　佐　正
まさ

　志
し

垣　内 濵　　　良
よし

　才
き

東　浜 中　川　健
けん

　一
いち

○副

中　組 東　本　健
けん

太
た

郎
ろう

○副

奥　前 中　平　英
ひで

　明
あき

西　浜 岩　井　英
ひで

　典
のり

○副

鼻　前 大　内　武
たけ

　彦
ひこ

○副

鯆　越 田　下　一
かず

　二
つぎ

古　月 山　本　　　弘
ひろむ

○副

日　土 山　口　正
まさ

　仁
ひと

○副

大寿浦 浦　川　憲
のり

　惠
よし

真　浦 幸　田　正
なお

　也
や

○副

西真浦 本　多　洋
ひろ

　樹
き

○副

新　浦 中　川　正
しょう

  三
みつ

○副

城辺地域

内海地域 西海地域
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「
地
デ
ジ
電
話
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
無
料
）」を
設
置
し
ま
す
！

◆
総
務
課
か
ら

子
ど
も
手
当
の
お
知
ら
せ
！

◆
保
健
福
祉
課
ら

７
月
10
日（
日
）は
、

愛
南
町
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
投
票
日
で
す
！

◆
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

南
予
児
童
相
談
所
の
仮
移
転

の
お
知
ら
せ
！

◆
保
健
福
祉
課
ら

Ｊ
Ｒ

宇
和
島
駅

↑
至
松
山

←R56
駐車場

車
庫
棟

ハローワーク

→鬼
北町

R320

宇和島合同庁舎

南予地方局

別館

宇和島社会保険事務所宇和島社会保険事務所

南予児童相談所
仮庁舎

〜
い
よ
い
よ
、
７
月
24
日
に
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
放
送
が
終
了
し
ま
す
。〜

　

地
デ
ジ
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
。

来
る
７
月
24
日
を
も
っ
て
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
放
送
は
終
了
し
ま
す
。
地
デ

ジ
の
準
備
が
お
済
み
で
な
い
方
や
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
方
の
た
め
に
、
次
の
日
程
で
、
総
務

省
愛
媛
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー（
デ
ジ
サ
ポ
愛
媛
）が
、地
デ
ジ
電

話
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

　

子
ど
も
手
当
は
、
平
成
23
年
４
月

か
ら
９
月
ま
で
の
６
か
月
間
、
こ
れ

ま
で
と
同
じ
月
額
１
万
３
千
円
で
引

き
続
き
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

支
給
金
額　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
月

額
１
万
３
千
円

支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

　

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
（
０

歳
か
ら
15
歳
に
な
っ
た
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
）

支
給
月　

６
月（
平
成
23
年
２
月
〜

方
な
ど
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
来
ら

れ
な
い
方
に
は
戸
別
訪
問
で
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
実
施
し
ま
す
。
お
急
ぎ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
、
戸
別
訪
問

と
も
に
無
料
で
す
。

地
デ
ジ
電
話
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

場
所
・
日
程

日
時　

６
月
27
日（
月
）〜
８
月
26
日

（
金
）　

平
日
９
時
〜
17
時

場
所

　

愛
南
町
役
場 

本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

問
合
せ 

　

総
務
省 

愛
媛
県
テ
レ
ビ
受
信
者

支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
愛
媛
） 

相
談
会
グ
ル
ー
プ

　

（
℡
０
８
９
―

９
４
３
―

６
０
３
９
）

　

（
℻
０
８
９
―

９
４
３
―

６
０
５
５
）

５
月
分
）、
10
月（
平
成
23
年
６
月
〜

９
月
分
）

手
続
き　

既
に
受
給
し
て
い
て
、
支

給
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
数
に
変
更

が
な
い
方
は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
平
成
23
年
６
月
の
現
況

届
の
提
出
も
不
要
で
す
。

※
次
の
方
は
手
続
き
が
必
要
で
す

　

出
生
等
に
よ
り
養
育
す
る
子
ど
も

が
新
た
に
増
え
た
方

　

他
の
市
町
村
か
ら
引
越
し
を
さ
れ

た
方

　

詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
（
℡
７
２

―

１
２
１
２
）
又
は
各
支
所
ま
で
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　

「
愛
南
町
農
業
委
員
会
選
挙
」
の

告
示
日
及
び
立
候
補
受
付
は
、
７
月

５
日（
火
）で
す
。
こ
の
選
挙
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
毎
年
３
月

31
日
に
確
定
す
る
「
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
が
投
票
で
き
ま
す
。
な
お
、
選

挙
人
名
簿
へ
の
登
録
は
、
申
請
を
原

則
と
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）
又
は
農
業

委
員
会
（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）
ま

で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

南
予
児
童
相
談
所
で
は
、
庁
舎
建
替

え
の
た
め
５
月
か
ら
南
予
地
方
局
別
館

に
お
い
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

移
転
先　

〒
７
９
８
―
０
０
３
５　

宇
和

島
市
天
神
町
７
―
１
南
予
地
方
局
別
館

内（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

１
２
４
５
・

℻
０
８
９
５
―

２
２
―

２
０
２
０
）

※
電
話
番
号
、℻
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
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海
特
コ
ー
ス
の
学
生
５
名
が

「
新
し
い
水
産
学
」を
学
び
ま
す
！

◆
愛
大
南
水
研
か
ら

委員を公募します！
◆総務課から

　

こ
の
春
、
愛
媛
大
学
海
洋
生
産
科

学
特
別
コ
ー
ス
（
海
特
コ
ー
ス
）
の

５
名
が
愛
南
町
の
南
予
水
産
研
究
セ

ン
タ
ー
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
特
コ
ー
ス
は
、
平
成
21
年
４
月

に
農
学
部
に
開
設
さ
れ
た
愛
媛
大
学

独
自
の
教
育
コ
ー
ス
で
、
文
理
融
合

型
の
体
系
的
な
「
新
し
い
水
産
学
」

の
教
育
・
研
究
を
通
し
て
、
地
域
水

産
業
へ
積
極
的
に
貢
献
で
き
る
人
材

の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
回
生
ま
で
は
、
松
山
市
樽
味
の

農
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
に
、
農

学
に
関
わ
る
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て

学
び
、
３
回
生
か
ら
は
、
愛
南
町
の
南

予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し

て
、さ
ら
に
専
門
性
の
高
い
教
育
・
研

究
活
動
を
行
う
と
い
う
、独
自
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
配
属
さ
れ
た
５
名
は
、
平
成

21
年
度
に
入
学
し
た
第
１
期
生（
現
在

３
回
生
）で
、全
員
、南
予
地
域
の
出
身

で
す
。こ
れ
か
ら
愛
南
町
を
は
じ
め
南

予
地
域
を

フ
ィ
ー
ル

ド
に
、
大

い
に
活
躍

し
て
く
れ

る
も
の
と

期
待
し
て

い
ま
す
。

石
田
大だ

い

二じ

　

愛
南
町

出
身
の
石

田
で
す
。
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
愛

南
町
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
、
こ

の
コ
ー
ス
に
入
り
ま
し
た
。
地
域
の

人
た
ち
と
一
緒
に
愛
南
町
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

大
西　

光
ひ
か
り 

こ
ん
に
ち
は
。
愛
南
育

ち
・
愛
南
大
好
き
な
大
西
で
す
。
若
さ

と
元
気
で
地
元
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

す
！
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

鎌
田
幸こ

う

介す
け　

宇
和
島
出
身
の
鎌
田
で

す
。
魚
が
大
好
き
で
す
。
僕
た
ち
５

人
で
愛
南
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
で
す
。
み
な
さ
ん
の
協
力
も
お
願

い
し
ま
す
。

谷
岡
義よ

し

治は
る　

内
子
町
出
身
の
谷
岡
で

す
。
海
や
魚
が
好
き
で
水
産
高
校
に

通
っ
て
い
ま
し
た
。
釣
り
が
趣
味
で

す
。見
か
け
た
ら
是
非
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

す
。

林　

大だ
い

地ち　

は
じ
め
ま
し
て
。
宇
和

島
市
出
身
の
林
で
す
。
家
業
が
養
殖

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
コ
ー
ス

に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

地
域
の
水
産
業
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
応
援

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　愛南町では、「御荘夢創造館懇話会」、「消
防庁舎建設検討懇話会」の委員を公募しま
す。申込方法等詳しくは、各担当課まで問
合せください。なお、他の委員会等の委員
を２以上兼務している方は、応募できませ
んのでご注意ください。

委員の名称 御荘夢創造館懇話会委員

職務の
内　容

御荘夢創造館の事業活動や運営全
般に関する審議等

報酬等
の条件

日額 7,000円（交通費支給なし）

公募委員数 ２名（委員定数10名）

任　期 委嘱の日から平成25年3月31日まで

応募資格
町内在住で、児童館活動に興味の
ある方

募集期間 6月20日まで

問合せ
（担当課）

御荘夢創造館（℡７２－１１１６）

委員の名称 消防庁舎建設検討懇話会委員

職務の
内　容

消防庁舎の建設に伴う基本構想の
策定に関すること

報酬等
の条件

日額 7,000円（交通費支給なし）

公募委員数 １名（委員定数15名）

任　期
委嘱の日から検討結果を町長に報
告するまで

応募資格 町内に在住で、20歳以上の方

募集期間 6月15日まで

問合せ
（担当課）

消防本部消防課（℡７２－０１１３）

左から大西さん、林さん、鎌田さん、石田さん、谷岡さん
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「
美
味
し
い
で
潤
う
」を

め
ざ
し
て
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

菊
川
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

公
衆
用
道
路

菊
川

小
学
校

御荘菊川
農村研修センター

売却地

菊川簡易
郵便局

国
道
56
号
至
宿
毛
↓

↑
至
宇
和
島

町
有
地
売
払
い
の

お
知
ら
せ
！

◆
財
産
管
理
課
か
ら

　

今
年
度
、
本
町
自
慢
の
農
水
産
物

を
活
用
し
て
、
「
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル

メ
」
を
開
発
し
よ
う
と
、
「
愛
南
町

Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
推
進
協
議
会（
山

下
常つ

ね

臣と
み

会
長
）」
を
設
置
し
ま
し
た
。

Ｂ
級
グ
ル
メ
と
は
、
一
般
的
に
、
安

く
て
、
美

味
し
い
、

そ
れ
で
い

て
、
地
域

住
民
に
愛

さ
れ
て
い

る
名
物
料

理
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
で
は
、
愛
南
町
Ｂ
級
グ

ル
メ
の
商
品
開
発
や
コ
ン
テ
ス
ト
の

開
催
等
、
「
食
」
を
活
か
し
た
地
域

経
済
の
活
性
化
策
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
と
も
、
活
動
情
報
等
の

周
知
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　

商
工
観
光
課（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）

　

利
用
す
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
次

の
土
地
を
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

売
却
し
ま
す
。
購
入
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

（
売
払
公
告
日
は
、
平
成
23
年
６
月
10
日
）

入
札
参
加
受
付
期
間

　

土
、
日
、
祝
祭
日
を
除
く
、
６
月

10
日（
金)

〜
７
月
１
日（
金
）17
時
15

分
ま
で
。
入
札
参
加
に
必
要
な
書
類

は
、
財
産
管
理
課
窓
口
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
が
、
愛
南
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
取
得
で
き
ま
す
。

入
札
書
の
提
出
期
限

　

８
月
１
日（
月
）17
時
15
分

開
札
の
日
時
及
び
場
所

　

８
月
２
日（
火
）14
時
〜　

城
辺
社

会
福
祉
会
館
３
階
中
ホ
ー
ル

入
札
方
法

　

上
記
日
時
・
場
所
に
お
い
て
開
札

を
行
い
、
予
定
価
格
以
上
の
最
高
価

格
の
入
札
者
を
も
っ
て
落
札
者
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、
同
一
物
件
に
対
す

る
最
高
落
札
提
示
者
が
複
数
の
場
合

は
、
直
ち
に
く
じ
引
き
に
よ
っ
て
落

札
者
を
決
定
し
ま
す
。

現
地
説
明
会

　

希
望
に
よ
り
７
月
19
日（
火
）ま
で

現
地
説
明
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ

   

入
札
参
加
資
格
の
確
認
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
財
産
管
理
課
管

財
係（
℡
７
２
―

７
３
１
０
）
ま
で
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

所 在 地 愛南町御荘菊川1158－2（菊川保育所跡地）
現況及び登記地目 宅地

面 積 1,304.67㎡（約395坪）
用 途 地 域 南予レクリェーション都市計画区域（用途地域指定なし）

建ぺい率／容積率 70％／200％
接 面 道 路 公衆用道路（幅員3.4ｍ～4.5ｍ）
予 定 価 格 8,610,000円（6,600円／㎡　約21,800円／坪）

基 本 情 報

［土地］
境界確認による合筆登記済で、排水路があります。
［建物］
昭和49年度に建築した鉄骨造の建物（301㎡）があります。

※土地、建物いずれも現状での引渡しとなります。
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食
改
さ
ん
の

愛
な
ん
料
理
レ
シ
ピ
①
！

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
は
、
”私

達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
“
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
」
の

愛
称
で
「
食
」
に
か
か
わ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自

分
や
家
族
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民

へ
「
食
」
の
大
切
さ
、
正
し
い
食
生

活
の
普
及
な
ど
を
行
い
、
健
康
づ
く

り
の
輪
を
広
げ
て
い
く
よ
う
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
今
回
か
ら
４
回
に
わ
た
っ

て
、
昨
年
12
月
に
開
催
し
ま
し
た
食

育
推
進
大
会
の
地
場
産
料
理
試
食
会

で
提
供
し
た
料
理
の
レ
シ
ピ
を
紹
介

愛
な
ん
食
育
推
進

第
14
回

し
ま
す
。

〈
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
〉

学
校
給
食

：

愛
南
○
○
カ
レ
ー

　

６
月
は
、
17
日
に
「
愛
南
じ
ゃ

が
い
も
カ
レ
ー
」
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

栄養価（1人分）
エネルギー　309㎉
たんぱく質　10.0ｇ
脂質　　　　  3.1ｇ

作り方
①米は洗ってザルにあげ、30分ほどおい
ておく。
②昆布は水に浸して、昆布だしを作って
おく。
③鯛はうろこと内臓を取り除き、軽く塩
をしてこんがりと焼いておく（鯛は丸ご
と焼く）。
④炊飯器に米を入れ、しょうゆ、酒、昆
布だしを入れて水加減を調整する（通常
より少し少なめの水加減にする）。
⑤④の上に出し昆布、③の鯛をのせて炊
く。
⑥⑤が炊き上がったら、鯛と昆布を取り
出し、鯛の身をほぐしてご飯と混ぜる。

材料（６人分）
鯛　　　　小1尾
塩　　　　少々
精白米　　３合（420ｇ）
水　　　　３カップ（600㎖）
出し昆布　１～２枚
薄口しょうゆ　大さじ２と²／³
濃い口しょうゆ　　小さじ１
酒　　　　　　大さじ１と½

主食：鯛めし

使用している愛南産農水産物 愛媛県は真鯛の養殖生産量日本一を誇り、「県
の魚」にも指定されています。愛南町では県
全体の約30%が生産されており、しっかりし
た管理のもとで真鯛を養殖しています。

真　鯛

栄養価（1人分）
エネルギー　65㎉
たんぱく質　3.7ｇ
脂質　　　  3.3ｇ

作り方
①ひじきは水で戻し、熱湯でさっとゆで
て冷ましておく。
②たまねぎは薄切りにして、塩を振って
しんなりさせ、さっと水洗いして固く
絞っておく。
③パプリカは2㎝長さの薄切りにし、
さっと湯通ししておく。
④ボウルに①ひじき、②たまねぎ、③パ
プリカと汁気を切ったツナを入れ、塩と
あらびきこしょうを振り、ゆずぽん酢と
レモン汁（好みで）を加え、さっと混ぜ
て器に盛る。

材料（４人分）
干しひじき　　　　　8ｇ
たまねぎ　　　　　120ｇ
塩　　　　　　　　少々
パプリカ（黄色）　¼個
ツナ缶　　　　　　  60ｇ
塩　　　　　　　　適宜
あらびきこしょう　適宜
ゆずぽん酢（市販品）　大さじ３
レモン汁、または酢　適宜

副菜：ひじきサラダ

使用している愛南産農水産物 ひじきには豊富な鉄分やミネラル、食物繊維
などが含まれており、健康食品として注目さ
れています。愛南町では「ひじき養殖日本
一」をめざして産地化に向けた養殖に取り組
んでいます。

ひじき
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６
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
に
つ
い
て
！

◆
町
民
課
か
ら

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

推
進
県
民
大
会
の
ご
案
内
！

◆
企
画
財
政
課
か
ら

　

１
日
・
８
日
・
15
日
・
29
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

７
月
の
引
取
日
は
、

　

６
日
・
13
日
・
20
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て

環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
ま
で
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
飼
い

犬
・
飼
い
ね
こ
の
場
合
は
、
有
料（
愛

媛
県
収
入
証
紙
が
必
要
）で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ

る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
申
請
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料
の

全
額
が
免
除
さ
れ
る
全
額
免
除
と
、

保
険
料
の
一
部
を
納
付
し
、
残
り
の

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
一
部
納
付
が

あ
り
ま
す
。
一
部
納
付
に
は
、
４
分

の
１
納
付
、
半
額
納
付
、
４
分
の
３

納
付
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

全
額
免
除
又
は
一
部
納
付
が
承
認
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と

し
た
特
例
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

特
例
免
除
は
、
申
請
す
る
年
度
又
は

前
年
度
に
お
い
て
退
職(

失
業)

の
事

実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な
り
、
失

業
さ
れ
た
方
の
所
得
を
除
外
し
て
免

除
の
審
査
を
行
い
ま
す
。
特
例
免
除

を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
書

の
写
し
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
、申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る

と
、保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配
偶

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で

あ
れ
ば
申
請
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
（
世
帯
主
の
所

得
は
審
査
の
対
象
外
で
す
）。

　

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
「
も
し
も
」
の
と
き
の
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
宇
和
島
年
金
事
務
所

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
４
４
０
）、

又
は
町
民
課
年
金
係
（
７
２
―

７
３
０

０
）
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
６
月
17
日（
金
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　

愛
媛
県
で
は
、
「
第
16
回
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
県
民
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表

理
事
の
安
藤
哲
也
さ
ん
を
お
招
き
し

て
、
基
調
講
演
や
て
い
談
な
ど
を
行

い
ま
す
。
参
加
申
込
は
、
は
が
き
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
参
加
料
は

無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

６
月
21
日（
火
）13
時
か
ら

場
所

　

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル 

サ
ブ
ホ
ー
ル

問
合
せ

　

愛
媛
県
男
女
参
画
課

　

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
３
３
２
）

　

（
℻
０
８
９
―

９
１
２
―

２
４
４
４
）

E-m
ail danjokyodo@

pref.ehim
e.jp
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６月の保健事業のお知らせ 次
の
各
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
！

◆
町
民
課
か
ら

【
母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
】

　

対
象
者
に
は
更
新
申
請
書
を
郵
送

し
ま
す
。
期
間
内
に
更
新
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

《
日　

時
》

　

６
月
20
日（
月
）〜
30
日（
木
）

《
場　

所
》　

本
庁
町
民
課　

各
支
所

住
民
福
祉
係 

《
持
参
物
》　

印
鑑
・
健
康
保
険
証
、

現
在
交
付
中
の
母
子
家
庭
医
療
費
受

給
者
証
、
20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は

在
学
証
明
書
、
送
付
の
更
新
申
請
書

※
前
年
の
所
得
に
対
し
て
所
得
税
が

各種健（検）診
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

特定健診・肺
大腸・前立腺
肝炎検査

  1日 水 城の辺学習館
９：３０～１１：００
１３：３０～１４：３０

  2日 木
高畑集会所 ９：３０～１０：３０
和口第２集会所 １３：３０～１４：３０

  3日 金 栄町集会所
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０

  6日 月 新浦集会所
９：３０～１１：００
１３：３０～１４：３０

  7日 火
越田集会所 　８：３０～  ９：００
樫月集会所 １０：３０～１１：００
内泊集会所 １３：３０～１４：３０

  8日 水 増田コミュニティーセンター
９：３０～１１：００
１３：３０～１４：３０

  9日 木
小山本村集会所 ９：３０～１０：３０
中川コミュニティーセンター １３：３０～１４：３０

10日 金 久良ふるさとセンター
９：３０～１１：００
１３：３０～１４：３０

13日 月
須ノ川公民館 ９：３０～１０：３０
平碆公民館 １３：３０～１４：３０

15日 水
下久家集会所 ９：３０～１０：３０
久家集会所 １３：３０～１４：３０

20日 月
柏崎集会所 ９：３０～１０：３０
平山集会所 １３：３０～１５：００

27日 月
油袋漁民センター ９：３０～１０：３０
網代集会所 １３：３０～１４：３０

30日 木
長洲集会所 ９：３０～１０：３０
八幡野集会所 １３：３０～１４：３０

特定健診・肺
胃・大腸・前立腺
肝炎検査

14日 火 山出集会所 ８：００～１０：００
15日 水 僧都ふれあい交流館 　８：００～  ９：３０
29日 水 中泊集会所 ８：００～１１：００

胃がん検診
16日 木 久家集会所 ７：００～  ８：３０
17日 金 内泊集会所 ７：００～  ８：３０
30日 木 上大道集会所 ７：００～  ８：３０

※特定健診を希望される方は、ご加入の医療保険から発行された特定健診受診券と健
康保険証をご持参ください。

乳幼児健康診査
内　容 日 曜日 場　所 対象年齢

１歳６ヶ月児健診   7日 火
城辺保健福祉センター

H２１年９月１日～1０月３１日生
３歳児健診 21日 火 H２０年３月１日～ ４月３０日生

育児相談
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場   3日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００
育児相談

  8日 水
内海保健センター ９：３０～１１：３０

すくすく相談 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

うみのこ広場 23日 木
西海支所２階親子ふ
れあい交流室

９：３０～１１：３０

みなみっ子 27日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

両親学級
「かるがも教室」

26日 日 城辺保健福祉センター
９：３０～１１：３０
事前申込み

病態栄養相談 24日 金 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０
事前申込み

課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
は
該
当
に
な

り
ま
せ
ん
。

【
重
度
心
身
障
害
者

　
　
　

医
療
費
受
給
者
証
】

　

対
象
者
に
は
更
新
申
請
書
を
郵
送

し
ま
す
。
期
間
内
に
更
新
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

《
日　

時
》

　

６
月
20
日（
月
）〜
30
日（
木
）

《
場　

所
》　

本
庁
町
民
課　

各
支
所

住
民
福
祉
係 

《
持
参
物
》　

印
鑑
・
健
康
保
険
証
・

現
在
交
付
中
の
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
受
給
者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳 

療
育
手
帳
、
送
付
の
更
新
申
請
書

問
合
せ

　

町
民
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）



p16

蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

６
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

６・７月行事予定表

第１日曜日   5日 内海診療所 柏 ☎85-0341

第２日曜日 12日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

第３日曜日 19日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第４日曜日 26日 福岡内科外科医院 一 本 松 ☎84-3600

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

６月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

町

県

民

税

1期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

1期分/

10期分

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

6/28

7/27

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

6/24

7/25

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

6/22

7/21

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

6/20

7/19

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

6/16

7/15

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

6/14

7/13

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
旧
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

6/10

7/11

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

6/8

7/7

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

6/6

7/5

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

6/2

7/1

６、７月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
日 曜 時　間 行事名 場　所

６月

4 土 9：00～15：00
第7回 愛南町
スポーツ少年大会

ミニバス競技

城辺小学校
屋内運動場

5 日 5：00～12：00
愛南レディース＆
ファミリー釣り大会

福浦港周辺

6 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

8 水
8：30～12：00

第19回
愛南町クロッケー

親睦交流大会

南レク５号
御荘多目的広場

13：00～15：00 行政相談 町内各地

11 土 13：15～15：30
健康生きいき
aiプラン推進大会

御荘文化
センター

12 日 13：00～　  　
愛媛ＦＣ  VS
ガイナーレ鳥取
（愛南町マッチタウン）

ニンジニア
スタジアム

14 火 8：30～17：00
第63回
南宇和郡中学校総合
体育大会（第2部）

南レク3号
多目的広場ほか

19 日

8：30～17：00
第6回
愛南町小学生
ソフトボール大会

南レク5号
御荘多目的広場

9：00～16：00
第6回 グリーンカップ
9人制女子
バレーボール大会

Ｂ＆Ｇ海洋
センター体育館

20 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

26 日
8：30～17：00

第19回
Ｂ＆Ｇ会長杯
ミニバレー大会

Ｂ＆Ｇ海洋
センター体育館

13：00～16：30
ポカリスエット・
ジュニアスポーツセミナー

御荘文化
センター

７月

2 土 15：00～20：30 ＤＥ・あ・い・七夕祭り ＤＥ・あ・い・21

3 日
8：30～16：00

第21回
南レクグラウンド
ゴルフ愛媛大会

南レク3号
城辺球場

9：00～16：00
第11回 4人制
ソフトバレーボール大会

Ｂ＆Ｇ海洋
センター体育館

4 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

9 土 10：00～16：30
第10回 Ｂ＆Ｇ会長賞
四国西南地区

水泳競技会

Ｂ＆Ｇ海洋
センタープール

11 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

13 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地

16 土 13：00～15：00 暴力追放JUMIN大会
御荘文化
センター

愛いっぱい愛南産直市
６月７日（火）～１３日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　松山三越

　■６月  ４日（土）～６月１３日（月）

　　  佐久間・濱田・平田３教室合同押花作品展

　■６月１８日（土）～６月２７日（月）

 　 「原田政章と仲間たち」写真展『写真好きです！！』

  時間　8：30～19：00　場所　DE・あ・い・21
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 6月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   
火・木   

園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・
つどいと交流
各種ワークショップ

日～金   

御荘文化センター
「あいなん子育て
応援グループ」

生涯学習課内
73-1111

子育て 
  (電話)相談

毎週木曜

 

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００

１３：００

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００

１６：００

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

●7日(火)
親子クッキング
10:30～11:00  

●8日(水)出張ひろば
「わんぱく」が始まります。
(城辺保健センターにて)
●15日(水)ベビースリング 
●17日(金)歯の話

●6日(月) 13日(月)
は夢創造館で行いま
す。

柏
保育所

緑
保育所

家串
保育所

●午後のみ
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に け ー し ょ ん

　6月の花嫁は幸せになれるといううわさがありますが、ガ

イヤナやユメカイナが発着している瀬ノ浜の水深30mでも、

着 と々結婚式の準備が進められているようです。

　アカオビハナダイは、名前のとおり、赤い帯の模様が特徴

です。小さなときは全身がオレンジ色をしていますが、大きく成長するにつれ、赤い帯の模様が

表れます。美しい真紅の帯は、まるで色打掛を着た花嫁のようです。

　美しい帯が表れるのは、結婚の準備ができた証しですが、実は雌から雄へと変身した証しで

もあるのです。ハナダイの仲間は、性転換する魚として有名です。生まれたときはすべて雌です

が、大きく成長すると雄に性転換して群れを率いるのです。

　華麗なる変身をして結婚を待っているアカオビハナダイが、末永く暮らせる環境を残していか

なければなりませんね。

(2011.5.21 瀬ノ浜 水深30m)環境省自然公園指導員 西尾知
と も て る

照

　本日!海
う み び よ り

日和!!

「水深30mのジューンブライド」

5/6 素晴らしい歌声をプレゼント!
　以前、広報あいなん 平成21年8月号でご紹介した、愛

南町出身で東京を中心に活躍しているソプラノ・シンガー

「礼奈」さんによる「ミニコンサート」が県立南宇和病院

で行われ、外来や入院患者の皆さんに素晴らしい歌声を

プレゼントしました。

 「礼奈」さんは、東北太平洋沖地震発生後、各地で精

力的にチャリティー活動を行っており、今回、松山市での

チャリティーコンサートにあわせて里帰りし、県立南宇和

病院のほか、特別養護老人ホーム城辺みしま荘など町内

の福祉施設でもミニコンサートを行いました。

　また、今年の3月にはCDデビューも果たし、クラシック

の枠に捉われず、自由な発想と想像力で独自の旋律を

奏でる音楽活動をしています。今後の活躍が期待されま

す。

5/13 豊作を祈って!お田植え祭り
　柏地区の金峯神社近くの神田で恒例の
「お田植え祭り」が行われ、かすり姿の可愛
らしい早乙女12名と男子児童10名(柏小4～
6年生)が、豊作を祈りながら田植えを行いま
した。
　テレビ局やアマチュアカメラマンなど多く
の見物客に見守られる中、素足でおそるお
そる田んぼに入り、横一列に並んで慣れな
い手つきで数本ずつ丁寧に植
え付けました。この日に植えた
苗は秋に収穫され、地区の祭
りなどに使われます。
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愛 南 こ み ゅ
4/23・30 B&G御荘海洋クラブ活動開始!水の安全教室!

　御荘B&G海洋センターで、御荘湾での海洋性スポーツ開始に備えて、プールでカヌー・OPヨッ
トの体験会と、水の事故ゼロをめざして安全教室を行いました。
　B&G御荘海洋クラブでは、随時会員を募集しています。お気軽に海洋センター(TEL72-1117)ま
で問合せください。

4/24 被災地へ届け!友情の篠南こいのぼり!
　子ども達の健やかな成長と県境を越えた友好の絆を深めよう
と、正木保育所保護者会(毛利陽

よ う こ

子会長)と地元の地域おこしグルー
プ「篠山クラブ(毛利洋

よ う い ち

一会長)」のメンバー約40名が、恒例の「こい
のぼりの渡し」を実施しました。
　篠川を挟んで、愛媛・高知両県の山と山に渡された約200mのワ
イヤーに取り付けられた「こいのぼり」は、さわやかな春風に乗っ
て気持ちよく泳いでいまし
た。
　また今回は、東日本大
震災の被災地へ思いを届
けようと、「東北がんばれ」
「TOHOKU FIGHT!」とメッ
セージを書いたこいのぼり
も取り付けられました。

5/6 里山を体験!船っ子タイム
　緑・僧都地区で、船越小学校
「船っ子タイム」学習が行われ、
同校児童が里山の暮らしを体験
しました。
　緑地区の孝野覚

か く や

也さんの畑で
愛南ゴールドやイチゴの収穫を体
験、続いて僧都ふれあい交流館で
愛南グリーン・ツーリズム推進協
議会(前田アイ子会長)などの協力
により、カツオの炊き込みご飯な
どカツオ尽くしの郷土料理に挑戦
しました。
　また午後からは、僧都地区の久
能二

ふ み お

三男さんの田んぼで、僧都小
学校の児童と一緒に田植え作業
を体験して交流を深めました。
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元
気
い
っ
ぱ
い

　

ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

一本松少年剣道大会 !
　一本松交流促進センターで、遠くは広島県や香川県などから88チーム、約500名の参
加を得て「第33回一本松少年剣道大会」が盛大に行われました。
【大会結果は次のとおり。3位までの本町選手のみ掲載】

個人戦の部
小学生男女1・2年生の部 優勝  西山 響

ひ び き

(一本松)
小学生男子3年生の部 優勝  高平貴

た か の ぶ

宣(城辺)
　　　　　　　　　　　　準優勝 児島兼

け ん せ い

聖(城辺)
            　　　　　　　　3位  長田敏

と し た だ

忠(平城)
小学生男子4年生の部 優勝  藤田治

は る き

希(深浦)
　　　　　　　　　　　　準優勝 藤田脩

し ゅ う と

人(深浦)
小学生女子3・4年生の部 準優勝 吉村明

あ か り

香里(城辺)
小学生女子5・6年生の部 優勝  二神明

あ す み

日美(一本松)
中学生男子1・2年生の部 3位  岡本雄

ゆ う ひ

飛(一本松中)
団体戦の部
小学生団体低学年の部 優勝  城辺子供剣道会
小学生団体高学年の部 準優勝 深浦スポーツ少年団

5/　

 4

小学生団体低学年の部優勝 
城辺子供剣道会

愛南町のわんぱく力士が大活躍 !
　宇和島市営闘牛場特設土俵で、「第5回わんぱく相撲宇和島場所」が開催さ
れ、宇和島市・北宇和郡・南宇和郡の小学生58名が参加し、愛南町のわんぱく力
士が大活躍しました。
　なお、小学4年生個人戦の部で優勝した清水幸

こ う の す け

之助くん(赤水小)は、7月31日(日)
に東京両国国技館で開催される第27回わんぱく相撲全国大会へ出場します。
【大会結果は次のとおり。本町選手のみ掲載】

個人 1年生 優勝  橋本柊
と う わ

羽(城辺小)    準優勝 梶田瑠
る ち か

愛(緑小)

　　 2年生 準優勝 大元麻
ま ゆ

由(城辺小)  3位  好岡龍
り ゅ う の す け

之介(城辺小)

 　   3年生 優勝  森岡夢
ゆ め じ

次(僧都小)    準優勝 吉見 翔
か け る

(城辺小)

       　　　3位  山口力
り く

空(僧都小)

　    4年生 優勝  清水幸
こ う の す け

之助(赤水小) 3位  尾崎 仁
じ ん

(平城小)

    　5年生 準優勝 宮下 龍
り ょ う

(家串小)    3位  西田顕
け ん ご

吾(城辺小)

    　6年生 準優勝 近平昌
ま さ ひ ろ

優(平城小)  3位  濵田恭
きょう す け

輔(赤水小)

団体 優勝  愛南   準優勝 北灘小   3位  御荘

5/　

  1

全国大会出場を
決めた清水くん

小学生団体高学年の部準優勝 
深浦スポーツ少年団

ママさんバレーで優勝 !
　愛媛県総合運動公園体育館で、「第42回ママさ
んバレーボール愛媛県大会兼第41回四国家庭婦人
バレーボール愛媛県大会」が開催され、地区予選
を勝ち抜いた12チームが熱戦を繰り広げました。
　熱戦を制して見事優勝を果たしたのは本町から
出場した「インティ御荘」で、7月17日(日)から18
日(月)までの2日間、香川県で開催される四国大会
に愛媛県代表として出場します。

5/　

 8
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南宇和ジュニア
ソフトボール大会 !

　南レク御荘公園グラウンドで、「第
49回南宇和ジュニアソフトボール大
会」が行われ、町内各地区から3チー
ムが参加し、優勝を競いました。
【大会結果は次のとおり】

優勝 柏スポーツ少年団

4/　

 17

四国西南地区少年野球大会 !
　南レク城辺球場ほかで、愛媛県南予地方と高知県
幡多圏域から中学校野球クラブ15チームが参加し、
「第30回四国西南地区少年軟式野球大会」が行われ
ました。
【大会結果は次のとおり】

優勝 新谷中クラブ(大洲市)　準優勝 御荘中クラブ

4/　

24・29・30

優勝 柏スポーツ少年団

愛南レクバレーボール
大会 !

　御荘B&G海洋センター体育館で、「第13
回愛南レクバレーボール大会」が行われ、
一般女子1部(年齢不問)に4チーム、一般女
子2部(50歳以上)に6チーム、計10チーム約
60名が参加し、楽しく熱戦が繰り広げられ
ました。
【大会結果は次のとおり】

1部優勝  クレヨン　2部優勝  カルテット

4/　

 24

1部優勝 クレヨン 2部優勝 カルテット

走って、跳んで ! スポ少陸上カーニバル
　愛媛県総合運動公園陸上競技場で、「平成23年度愛媛県スポーツ少年団陸上カーニバ
ル」が行われ、本町選手が100m走・走り幅跳びなどで好成績を収めました。
【大会結果は次のとおり。1位入賞の本町選手のみ掲載】

男子走り幅跳び(6年生の部)

1位 濵 辰
りゅ う せ い

成(城辺小) 4m09cm

女子100m走(6年生の部)

1位 梶田愛
ま な み

美(平城小) 14秒13

女子走り幅跳び(6年生の部)

1位 梶田愛
ま な み

美(平城小) 3m87cm

4/　

 29

県スポ少陸上カーニバル出場選手



p22

四
国
財
務
局
か
ら

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
に
！

四国新聞社

四国財務局

中　

央　

通　

り

↑

栗林公園
北口
栗林公園
北口

四国管区
警察局
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バス停
（中野町）

高松駅

旧国道11号線
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若
山　

節
子

草
色
の
風
吹
き
抜
け
る
春
の
土
手　
　
　
　
　

山
口　

和
子

春
泥
に
小
さ
な
靴
あ
と
三
つ
四
つ　
　
　
　
　

工
藤
ミ
ヱ
子

春
う
ら
ら
パ
ン
工
房
の
庭
に
山や

ぎ羊　
　
　
　
　

吉
田
モ
ミ
ヱ

体
育
館
の
ラ
リ
ー
白
熱
燕
来
る　
　
　
　
　
　

小
島　

泰
子

紫げ

ん

げ

だ

雲
英
田
の
豊
か
な
水
や
水
車
舞
う　
　
　
　

山
口　
　

菫

青
柳
や
流
れ
に
逆
さ
か
ら

ふ
水
光
る　
　
　
　
　
　
　

濵
野　

康
子

自
販
機
の
微
糖
コ
ー
ヒ
ー
花
は
な
む
し
ろ
筵　
　
　
　
　
　

若
林
八
重
子

◆
西
海
俳
句
会

喫
茶
店
あ
り
カ
ラ
オ
ケ
屋
あ
り
村
の
ど
か　
　

吉
田　

久
江

「
Ｊ
Ａ
よ
り
」

八
十
路
過
ぎ
春
の
表
彰
受
け
に
け
り　
　
　
　

吉
田　

笑
代

み
ち
の
く
の
被
災
地
に
春
い
つ
来
る
や　
　
　

利
根
早
智
江

囀
や
姑
の
声
か
と
さ
が
す
日
　々
　
　
　
　
　

吉
田　

朝
子

暗
が
り
し
崎
を
急
ぐ
春
疾
風　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

弘
定

◆
新
く
さ
の
葉
短
歌
会（
は
こ
べ
）

八
種
類
の
薬
を
日
々
の
み
継
ぎ
て
や
っ
と
保
ち
い
る
こ
の
命
か
と
思
う　
　
　
　
　
　
　

土
居　
　

清

連
作
は
い
け
ぬ
と
聞
き
し
茄
子
の
苗
せ
ま
き
畑
に
迷
ひ
つ
つ
植
え
る　
　
　
　
　
　
　
　

倉
田
美
津
枝

ロ
ー
マ
字
に
名
を
編
み
込
み
し
セ
ー
タ
ー
を
着
せ
ゐ
し
吾
が
子
の
還
暦
と
な
る　
　
　
　

市
川
コ
マ
ヱ

春
め
き
て
畑
に
ぼ
つ
ぼ
つ
来
て
見
れ
ば
空
豆
し
げ
り
て
花
も
咲
き
お
り　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
ト
ミ
子

悲
し
み
は
日
の
す
ぎ
て
増
す
十
余
年
会あ

は
ざ
り
し
ま
ま
姉
逝ゆ

き
ま
し
ぬ　
　
　
　
　
　
　

長
田
ハ
ル
子

杖
立
て
て
お
む
す
び
開
く
春
編
路
笠
の
上
に
も
花
散
り
か
か
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
﨑　

文
恵

制
服
の
形
と
と
の
へ
掛
け
て
を
り
入
学
式
よ
り
帰
り
し
少
女　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　
　

充

　

四
国
財
務
局
で
は
、
借
金
を
抱
え
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の
た

め
の
「
相
談
窓
口
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
多
重
債
務
問
題
は
必
ず

解
決
す
る
問
題
で
す
。
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
に

応
じ
て
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
法
律
専
門
家
に
引
継
ぎ
も

行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
方
法　

ま
ず
は
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。
相
談
費
用
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

連
絡
・
問
合
せ　

四
国
財
務
局
（
高
松
市
中
野
町
２
６
―

１
）

財
務
広
報
相
談
官　

多
重
債
務
相
談
員
（
℡
０
８
７
―

８
３
１
―

２
１
５
５
・
℻
０
８
７
―

８
６
２
―

８
７
８
０
）

※
受
付
時
間　

平
日
９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
　ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問合せください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします（1回の
相談人数は8人までで事前に予約が必
要。定員に達した場合は受付を終了）。
 ７月１２日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ６月１１日（土）・２２日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

環
境
衛
生
課
か
ら

（４月受付分）

（４月受付分）

ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう 古
い
電
話
帳
の
回
収
に

ご
協
力
を
！

守
っ
て
！

電
波
の
ル
ー
ル

愛
媛
労
働
局
か
ら

四
国
総
合
通
信
局
か
ら

労
働
保
険
の
年
度
更
新
を
！

地区名 子の名 保護者

城 辺 甲 長　山　絢
あや

　音
と

隆
たかふみ

史

御荘平城 橋　田　遥
はる

　真
ま

洋
ひろし

柏 船　田　樹
じゅ

　音
ね

悦
よしひろ

弘

中　　川 広　岡　叶
かな

　衣
え

寿
ひさ

也
や

御荘平城 唐　田　洸
こう

　明
めい

伸
のぶゆき

幸

御荘平城 棟　田　海
かい

　莉
り

雄
ゆういち

一

久　　良 中　田　花
か

　梨
りん

美
み く

紅

地区名 亡くなった方 享年

御荘平城 小　川　數
かず

　雄
お

90歳

小　　山   谷　岡　　　達
さとる

84歳

家　　串 黒　田　本
ほん

　
ぞう

91歳

高　　畑 古　川　光
みつ

　義
よし

98歳

御荘和口 松　坂　昭
あき

　典
ふみ

50歳

城 辺 甲   湯　浅　　　茂
しげる

94歳

御荘長月 成　宮　良
りょう

  一
いち

86歳

赤　　水 竹　田　ナツコ 96歳

柏 山　口　スミコ 85歳

御荘平城   山　口　　　守
まもる

81歳

中　　泊 吉　田　輝
てる

　男
お

86歳

中　　川 吉　田　ツユミ 90歳

御荘平城   尾　﨑　　　正
ただし

82歳

城 辺 甲   間　口　　　仁
まさし

93歳

城 辺 甲 上　田　節
せつ

　子
こ

79歳

城 辺 甲   平　田　　　誠
まこと

69歳

御荘平城 松　田　リツ子
こ

73歳

城 辺 乙 稲　田　協
きょう

  子
こ

59歳

家　　串 木　原　良
よし

　子
こ

79歳

御荘平城 中　尾　哲
のり

　孟
たけ

78歳

中　　川 上　村　ハ　ナ 92歳

中　　玉 本　多　ミツヱ 95歳

御荘平城 坂　井　昇
しょう

  藏
ぞう

78歳

家　　串 家　藤　ユクヱ 100歳

岩　　水 堀　金　マスミ 87歳

城 辺 甲 田　中　耕
こうざぶろう

三郎 85歳

僧　　都   新　谷　　　登
のぼる

98歳

城 辺 甲   德　田　　　稔
みのる

94歳

御荘平城   本　田　　　擴
ひろむ

60歳

御荘菊川 橋　岡　ヤ　エ 74歳

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地
球
に
や
さ
し
い
取

組
み
と
し
て
、
新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け
す
る
際

に
古
い
電
話
帳
を
回
収
し
、
そ
れ
を
新
し
い
電
話

帳
の
原
材
料
と
す
る
「
電
話
帳
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー

プ
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
に
新
し
い
電
話
帳
が
届
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
際
に
は
配
達
員
に
古
い
電
話
帳
を
渡
し
て
い

た
だ
き
、
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

（
℡
０
１
２
０
―

５
０
６
―

３
０
９
）
　

６
月
１
日
〜
10
日
は
電
波
利
用
環
境

保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
で
す
。

　

暮
ら
し
に
大
切
な
電
波
。
電
波
環
境

を
不
法
な
電
波
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

電
波
の
利
用
に
は
原
則
、
免
許
が
必
要

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
の
年
度
更
新
（
平
成
23
年
度
）
が

始
ま
り
ま
す
。

　

手
続
期
間
は
６
月
１
日（
水
）〜
７
月

11
日（
月
）で
す
。
お
早
め
に
手
続
を
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

電
子
申
請
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

（http://w
w
w
.e-gov.go.jp/

）

問
合
せ

　

愛
媛
労
働
局 

労
働
保
険
徴
収
室

（
℡
０
８
９
―

９
３
５
―

５
２
０
２
）

　

宇
和
島
労
働
基
準
監
督
署

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
６
５
５
）

で
す
。
無
線
局
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

正
し
く
運
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

総
務
省
四
国
総
合
通
信
局

（
℡
０
８
９
―

９
３
６
―

５
０
５
５
）
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愛南町の人口
平成23年 5月 1日現在

愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
掲
載
依
頼
な
ど
、
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■編集・発行

愛南町役場 総務課
〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

編 集 後 記

愛
は

南
か
ら

10,908 戸

25,027 人

11,716 人

13,311 人

世帯数

人口

　男

　女

　御荘和口地区で、愛南町
では 12 年振りとなる「新嘗
祭献穀お田植え式」が行わ
れました。新嘗祭は、全国
から奉献された新穀を、天
皇が神々に供えてその年の
収穫を感謝する宮中行事で、
毎年 11 月 23 日に行われます。
　「お田植え式」では、同地区の若宮神社境
内で神事が行われた後、早乙女 5名が、神社
に隣接する献穀田に苗を丁寧に植えていきま
した。
　今回、献穀者に選ばれた和家重

し げ と み

富さん ( 御
荘和口 ) は、「県の代表として選ばれたのはと
ても光栄です。頑張っていい米を作ります」
と挨拶しました。

　5 月は、船越・僧都小学校

の児童たちによる田植え体

験、柏地区の風物詩「お田植

え祭り」、12 年ぶりの「新嘗

祭献穀お田植え式」と田植え

に関する取材が多くあり、や

はり日本は稲作文化の国だと

改めて感じました。

　稲の DNA 解析を使った最

近の研究では、稲作 ( 水稲 )

は朝鮮半島経由ではなく、約

2500 年前に中国揚子江流域

から直接伝来してきたという

説が有力になっています。

　時に大陸では春秋戦国時

代、戦乱を避けて多くの人々

が、稲を携えて日本に渡って

きたのでしょう。東シナ海の

荒波を命がけで渡ってきた先

祖の労苦が偲ばれます。以降、

豊かな自然の中で稲作を中心

とした独自の文化を、私たち

日本人は長い年月をかけて育

んできました。

　今回の震災では、東北地方

の海岸沿いの多くの田畑は津

波で壊滅し、塩害のため耕作

ができるには数年かかるとも

言われています。しかし過去

何度も襲う災害に打ち勝ち、

稲作文化を育んできたのです

から、今回も必ずや復活し、

日本の原風景である美しい水

田風景を取り戻すことができ

るものと信じます。被災地の

いち早い復興を願います。

古式ゆかしく!
新嘗祭
献穀お田植え式

5/10

消防本部防災対策課から

東日本大震災に伴う
愛南町からの支援物資について
　今回の大震災にあたり、愛南町から愛媛県が支援する
被災地(宮城県)へ支援物資を発送しました。愛南町が保
管している備蓄物資の約半数を3月15日に、4tトラック1
台分発送しました。支援物資は、災害用毛布、簡易トイ
レ、紙おむつ(乳児用・大人用)、アルファ米、缶詰、乾
パン、保存水、調整粉乳、生理用品などです。
　また、愛南町内の皆様からの救援物資は、3月19日か
ら4月8日までに160件、2tトラック5台分を受付し、愛媛
県を通じて発送しました。支援物資は、保存食(カップ
麺・缶詰など)、シャンプー、石鹸、洗剤、使い捨て食
器、飲料水(ペットボトル)、粉ミルク、生理用品、紙お
むつ(乳児用・高齢者用)、乾電池、使い捨てカイロ、マ
スク、ボックスティッシュ、トイレットペーパーなどで
す。ご協力ありがとうございました。


